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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
接
種
費
用
は

は
じ
ま
り
ま
す
。
接
種
費
用
は

全
額
公
費
（
無
料
）
で
す

全
額
公
費
（
無
料
）
で
す

▼
対
象
者

　

16
歳
以
上
の
村
民

▼
接
種
時
期

　

４
月
中
旬
以
降
65
歳
以
上
の
高
齢

者
か
ら
順
次
接
種
を
開
始
し
ま
す
。

　

接
種
の
時
期
が
近
づ
い
た
ら
、
村

か
ら
接
種
の
お
知
ら
せ
や
接
種
券
を

お
送
り
し
ま
す
。

▼
接
種
場
所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
接
種
方
法

　

集
団
接
種
（
医
療
機
関
で
受
入
れ

体
制
が
整
う
場
合
、
個
別
接
種
も
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。）

▼
接
種
回
数

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
を
使

用
し
、
21
日
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回

接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
は
、
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す

に
は
、
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す

　

国
で
は
、
全
国
民
に
提
供
で
き
る
ワ

ク
チ
ン
の
数
量
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ

ク
チ
ン
の
調
達
が
段
階
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
方
か
ら
順
に
接
種
す
る

こ
と
で
、
重
症
者
や
死
亡
者
を
減
ら
す

こ
と
を
優
先
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
等
に
直
接
医
療
を
提
供

す
る
医
療
従
事
者
等
、
②
65
歳
以
上
の

高
齢
者
、
③
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
や

高
齢
者
施
設
等
に
お
い
て
利
用
者
に
直

接
接
す
る
職
員
、
の
順
で
接
種
を
し
て

い
く
方
針
で
す
。
そ
の
後
、
16
歳
以
上

の
一
般
の
方
に
、
順
次
接
種
が
行
わ
れ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
発

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
発

症
を
防
ぐ
効
果
が
認
め
ら
れ
て

症
を
防
ぐ
効
果
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す

い
ま
す

　

今
回
新
た
に
認
証
さ
れ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
の
接
種
に
よ
っ
て
、

95
％
の
有
効
性
で
、
発
熱
や
せ
き
な
ど

の
症
状
が
出
る
こ
と
（
発
症
）
を
防
ぐ

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
あ
な

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
あ
な

た
ご
自
身
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

た
ご
自
身
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

医
療
機
関
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

医
療
機
関
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

の
重
要
な
手
段
に
も
な
り
ま
す

の
重
要
な
手
段
に
も
な
り
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ま
だ
ま

だ
未
知
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
効
薬

も
開
発
中
の
段
階
で
す
。
こ
う
し
た
中

で
、
多
く
の
方
に
接
種
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
重
症
者
や
死
亡
者

を
減
ら
し
、
医
療
機
関
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
ワ
ク
チ
ン
で
も
、
副
反
応

ど
ん
な
ワ
ク
チ
ン
で
も
、
副
反
応

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　

一
般
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
が
免
疫
を
つ
け
る
た
め
の
反

応
を
起
こ
す
た
め
、
接
種
部
位
の
痛
み
、

発
熱
、
頭
痛
な
ど
の
「
副
反
応
」
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
治
療
を
要

し
た
り
、
障
害
が
残
る
ほ
ど
の
副
反
応

は
、
極
め
て
稀
で
は
あ
る
も
の
の
、
ゼ

ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
予
防
接
種
に
よ

る
健
康
被
害
は
救
済
制
度
の
対
象
で

す
）。

　

今
回
新
た
に
認
証
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン

の
国
内
治
験
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
２
回

接
種
後
に
、
接
種
部
位
の
痛
み
は
約

80
％
に
、
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
約

33
％
、
疲
労
・
倦
怠
感
が
約
60
％
の
方

に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に

含
ま
れ
る
成
分
に
対
す
る
急
性
の
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
で
あ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
の
発
生
頻
度
は
、
市
販
後
米
国
で

１
０
０
万
人
に
５
人
程
度
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
で
の
接
種
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
15
～
30
分
経
過
を
見
て
、

万
が
一
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
起
き
て

も
医
療
従
事
者
が
必
要
な
対
応
を
行
い

ま
す
。

村
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

村
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

予
約
の
受
付
や
変
更
・
相
談
等
に

予
約
の
受
付
や
変
更
・
相
談
等
に

対
応
し
ま
す

対
応
し
ま
す

▼
電
話
番
号

　

２
４
２
︱
１
０
３
３

▼
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２
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参
議
院
長
野
県
選
出
議
員

参
議
院
長
野
県
選
出
議
員補欠

選
挙

補
欠
選
挙

　

参
議
院
長
野
県
選
出
議
員
の
欠
員
に

伴
い
、
次
の
日
程
で
補
欠
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。

▼
投
票
日　

４
月
25
日
㈰

　

投
票
日
に
用
事
が
あ
る
場
合
は
、
期

日
前
投
票
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

期
日
前
投
票
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

一
人
ひ
と
り
の
投
票
所
入
場
券
に
「
期

日
前
投
票
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）」
欄
が

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
自

宅
等
で
記
入
（
自
署
）
し
て
か
ら
、
期

日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
期　

間

　
　

４
月
９
日
㈮
～
４
月
24
日
㈯

▼
時　

間　

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で

▼
場　

所

　
　

高
山
村
役
場

◆
高
山
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
総
務
課
総
務
係
内
）

　

☎
２
１
４
―
９
２
４
３

参
院
選
及
び
村
議
選
の
お
知
ら
せ

選　

挙

高
山
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

高
山
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

本
年
９
月
29
日
に
村
議
会
議
員
の
任

期
が
満
了
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の

日
程
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
任
期
：
平
成
29
年
９
月
30
日
～
令
和
３

年
９
月
29
日
）

▼
投
票
日　

９
月
26
日
㈰

期
日
前
投
票
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
期　

間

　
　

９
月
21
日
㈫
～
９
月
25
日
㈯

▼
時　

間

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で

▼
場　

所

　
　

高
山
村
役
場

期
日
前
投
票
宣
誓
書
は

期
日
前
投
票
宣
誓
書
は

事
前
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

事
前
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
に
よ
り
投

票
に
行
か
れ
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回

の
選
挙
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
有

権
者
の
皆
さ
ま
に
郵
送
す
る
投
票
所
入

場
券
に
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
（
兼
請

求
書
）」
欄
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宣
誓
書
の
記
入
時

に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
と

お手元に届く投票所入場券のイメージ

期日前投票宣誓書（兼請求書）欄期日前投票宣誓書（兼請求書）欄

と
も
に
、
混
雑
を
避
け
、
待
ち
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

一
人
ひ
と
り
の
投
票
所
入
場
券
に
「
期

日
前
投
票
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）」
欄
が

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
自

宅
等
で
記
入
（
自
署
）
し
て
か
ら
、
期

日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事前に自宅等で記入
（自署）していただく
ことで、スムーズな
投票が実現します！
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長
電
バ
ス
山
田
温
泉
線
・

長
電
バ
ス
山
田
温
泉
線
・

ふ
れ
あ
い
号
奥
山
田
牧
線

ふ
れ
あ
い
号
奥
山
田
牧
線

　

長
野
電
鉄
の
鉄
道
ダ
イ
ヤ
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
利
用
状
況
の
変

化
に
伴
い
３
月
13
日
㈯
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
長

野
電
鉄
の
鉄
道
利
用
者
が
須
坂

駅
で
降
車
し
、
そ
の
ま
ま
長
電

バ
ス
「
山
田
温
泉
線
」
を
利
用

す
る
際
に
、
乗
換
え
が
間
に
合

わ
な
く
な
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
バ
ス
利
用
者
の
利

便
を
維
持
す
る
た
め
、
須
坂
駅

か
ら
山
田
温
泉
間
を
運
行
す
る

長
電
バ
ス
「
山
田
温
泉
線
」
と

Ｙ
О
Ｕ
游
ラ
ン
ド
か
ら
山
田
温

泉
・
牧
車
庫
間
を
運
行
す
る
ふ

れ
あ
い
号
「
奥
山
田
牧
線
」
の

一
部
ダ
イ
ヤ
を
３
月
13
日
に
改

正
し
ま
し
た
。

　

改
正
後
の
ダ
イ
ヤ
は
次
の
通

り
で
す
（
改
正
と
な
っ
た
便
の

み
記
載
し
て
い
ま
す
）。

バ
ス
運
行
ダ
イ
ヤ
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
共
交
通

　

な
お
、
令
和
３
年
高
山
村
行
事
カ
レ

ン
ダ
ー
に
付
属
の
「
高
山
村
バ
ス
路
線

及
び
時
刻
表
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改

正
前
の
時
刻
表
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

上
記
以
外
の
バ
ス
停
の
発
着
時
刻
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
バ
ス
停
に
掲
示
さ

れ
て
い
る
時
刻
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
村
民
生
活
課
福
祉
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
１

奥山田牧線ふれあい号

上り  山田温泉・YOU游ランド発 下り  須坂駅・YOU游ランド発
令和３年３月13日改正

停留所名（抜粋） 停留所名（抜粋） △

山田温泉 18：42 須坂駅 17：45 18：25 19：20

蕨温泉 18：47 千本松入口 17：53 18：33 19：28

なかひら入口 18：53 農協前 17：56 18：36 19：31
保健福祉総合
センター 18：58 高山小学校 17：59 18：39 19：34

YOU 游ランド着 18：59 駒場 18：07 18：47 19：42

YOU 游ランド発 19：56 原宮 18：11 18：51 19：46

役場前 20：00 保健福祉総合
センター 18：12 18：52 19：47

高山小学校 20：02 YOU 游ランド着 18：21 19：01 19：56

農協前 20：04 YOU 游ランド発 18：24 19：02 19：04

堀之内 20：05 蕨温泉 18：33 19：10 ↓↓

千本松入口 20：06 山田温泉 18：41 19：21 ↓↓

須坂駅 20：20 牧 19：09

牧車庫 19：11

　　　  はふれあい号（10 人乗ワゴン車両）で運行　　　　　　　　　　
△印の列は土曜・日曜・祝日、12 月 29 日～１月３日、８月 13 日～ 16 日の間は運休
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村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
村
内
事
業

者
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和
２
年
12
月

に
各
世
帯
あ
て
に
１
人
あ
た
り
５
，
０

０
０
円
分
（
５
０
０
円
券
×
10
枚
綴
り
）

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

お
一
人
様
１
回
に
つ
き
５
枚
（
２
，

５
０
０
円
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
旅
館
な
ど
の
宿
泊
施
設
や

観
光
バ
ス
等
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
そ

の
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
１
回
あ
た
り
の

利
用
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は

５
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。
有
効
期
限
が

過
ぎ
る
と
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の

で
、
期
間
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
食
事
や
お
買
い
物
の
際
は
、
ぜ
ひ

村
内
の
店
舗
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
新
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
。

https://w
w

w
.vill.takayam

a.
nagano.jp/docs/2537555.htm

l

　

高
山
村
内
に
点
在
し
て
い
る
樹
齢
１

０
０
年
を
超
え
る
桜
は
、
毎
年
４
月
上

旬
に
は
開
花
し
、
村
民
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
に
春
の
訪
れ
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
桜
を
よ
り
一
層
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
例
年
「
信
州
高
山
桜
ま

つ
り
」
と
銘
打
ち
、
農
産
物
直
売
所
の

開
設
や
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、
桜
め
ぐ
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６

第
２
回
高
山
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
克
服
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策見  本

第
22
回
桜
ま
つ
り
の

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

観　

光

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
未
だ
見
通
せ
な
い
現
状
か
ら
、
イ
ベ

ン
ト
等
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続
の
イ

ベ
ン
ト
中
止
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
桜
見
物
の
自
粛
は
要
請
し
ま

せ
ん
の
で
、「
３
密
」
と
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
な
が
ら
、
桜
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
千
本
松

チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
で
、
桜
の
開
花
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ
】

　

見
物
客
の
往
来
に
よ
る
交
通
渋
滞
緩

和
の
た
め
、
赤
和
観
音
の
し
だ
れ
桜
周

辺
に
お
い
て
、
仮
設
信
号
機
に
よ
る
交

互
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。
信
号
機
に

従
い
通
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
の
周
辺
で
は
、
案
内
看
板

に
従
っ
て
通
行
す
る
と
と
も
に
、
所
定

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
信
州
高
山
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
内
）

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６
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長
野
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
県

内
全
域
に
発
出
さ
れ
て
い
た
「
医
療
非

常
事
態
宣
言
」
が
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、

感
染
者
の
増
加
が
生
じ
て
い
る
地
域
が

散
発
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
の
発
生
等
の
事
態
に

備
え
、
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団

員
や
行
政
に
携
わ
る
者
の
活
動
の
停
滞

を
招
く
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
消
防
・
防
災
の
思
い
を

新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ

ま
に
消
防
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
４
月
に
、
消
防

出
初
式
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
、
分
列
行
進
の
実
施
な

ど
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

止
等
の
観
点
か
ら
、
参
加
者
を
村
消
防

団
幹
部
等
に
限
定
す
る
な
ど
、
規
模
を

縮
小
し
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

毎
年
消
防
団
に
ご
声
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
村
民
の
皆
さ
ま
に
雄
姿
を
お
見

せ
す
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
次
の
と
お
り
乳
が
ん
検
診

（
超
音
波
検
査
）
及
び
肺
が
ん
検
診
（
Ｃ

Ｔ
）
を
実
施
し
ま
す
。
が
ん
は
、
国
及

び
村
に
お
け
る
死
因
の
第
1
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
な
が
ん
検
診
が
、

大
切
な
命
を
守
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
）

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
）

▼
期　

日

　

４
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

　
　
　

12
日
㈪
～
14
日
㈬

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

（
日
時
指
定
あ
り
、
変
更
の
連
絡
が

必
要
で
す
）

▼
場　

所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

30
歳
以
上
の
女
性

▼
料　

金　

１
，
２
０
０
円

肺
が
ん
検
診
（
Ｃ
Ｔ
）

肺
が
ん
検
診
（
Ｃ
Ｔ
）

▼
期　

日

　

４
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
日
時
指
定
あ
り
ま
す
が
、
変
更
の

連
絡
は
不
要
で
す
）

 

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
３

▼
場　

所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

40
歳
以
上

▼
料　

金　

２
，
０
０
０
円

◦
10
歳
刻
み
節
目
年
齢
の
方
の
検
診
料

金
は
無
料
で
す
（
令
和
４
年
３
月
31

日
時
点
）。

◦
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
３
月

中
に
検
診
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◦
検
診
日
程
の
変
更
等
は
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
内
村
民
生
活
課
保
健

予
防
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
自
覚
症
状
の
あ
る
方
は
、
村
の
が
ん

検
診
は
受
け
ず
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２

令
和
３
年
消
防
出
初
式

対
象
年
齢
を
迎
え
た
ら
、

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

消
防
・
防
災

健　

康

４
月
４
日
㈰
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
す

令
和
３
年
度
の
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

例年の出初式の様子
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い

主
（
所
有
者
及
び
管
理
者
）
は
、
毎
年

１
回
飼
っ
て
い
る
犬
に
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
で
は
、
令
和
３
年
度
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
飼
っ
て
い
る
犬
に
忘
れ
ず
に
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
育
し
、
登
録

　

長
野
北
年
金
事
務
所
で
は
被
保
険
者

の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
次
の
と
お
り
出
張
年
金
相
談
を
行

い
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
の
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
年
金
事
務
所
に
電
話
連
絡
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
中
野
市
中
央
公
民
館

　

令
和
３
年
４
月
６
日
㈫

　
　
　
　
　

５
月
11
日
㈫

　
　
　
　
　

６
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　

７
月
６
日
㈫

　
　
　
　
　

８
月
３
日
㈫

　
　
　
　
　

９
月
７
日
㈫

　
　
　
　
　

10
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　

11
月
２
日
㈫

　
　
　
　
　

12
月
７
日
㈫

　

令
和
４
年
１
月
11
日
㈫

　
　
　
　
　

２
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　

３
月
１
日
㈫

を
済
ま
せ
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、

登
録
手
続
き
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

室
内
で
飼
育
す
る
場
合
も
登
録
及
び

予
防
注
射
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▼
持
ち
物

①
ハ
ガ
キ
（
須
高
獣
医
師
会
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
の

実
施
に
つ
い
て
」
の
通
知
）

　

注
射
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、

ハ
ガ
キ
裏
面
の
問
診
票
に
記
入
し
、

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
注
射
料
金　

３
，
６
０
０
円

　

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
規
に
犬
を
登
録
さ
れ
る
方
は
、
別

途
登
録
料
（
３
，
０
０
０
円
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
や

所
在
地
を
変
更
し
た
場
合
は
、
必
ず
村

民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

▼
飯
山
商
工
会
議
所

　

令
和
３
年
４
月
22
日
㈭

　
　
　
　
　

５
月
27
日
㈭

　
　
　
　
　

６
月
24
日
㈭

　
　
　
　
　

７
月
29
日
㈭

　
　
　
　
　

８
月
26
日
㈭

　
　
　
　
　

９
月
30
日
㈭

　
　
　
　
　

10
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　

11
月
25
日
㈭

　
　
　
　
　

12
月
23
日
㈭

　

令
和
４
年
１
月
27
日
㈭

　
　
　
　
　

２
月
24
日
㈭

　
　
　
　
　

３
月
24
日
㈭

▼
相
談
時
間

　

各
会
場
と
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

相
談
時
間
は
30
分
毎
と
な
り
ま
す
。

▼
相
談
内
容

　

受
給
年
金
の
内
訳
、
年
金
制
度
全

般
に
つ
い
て
の
質
問
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
に
つ
い
て
な
ど

▼
予
約
・
問
合
せ　

　

長
野
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
２
４
４
―
４
０
９
７

　

ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

予
約
制
出
張
年
金
相
談
に
つ
い
て

感
染
症

保
険
・
年
金

▶狂犬病予防注射日程
期　日 時　　間 場　　　所

４月13日㈫

9：00 ～ 9：20 高井トレーニングセンター
駐車場

9：30 ～ 10：00 除雪センター駐車場
（高山村役場東側）

10：10 ～ 10：30 北部トレーニングセンター
駐車場

10：40 ～ 11：00 ふるさとセンター駐車場
（蕨温泉北側）

５月23日㈰ 9：00 ～ 10：00 高山村役場駐車場
※今回から「牧生活改善センター駐車場」での実施は廃止にな

りましたので、お間違えのないようご注意ください。

室
内
犬
も
登
録
・
注
射
が
必
要
で
す
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高
山
村
で
は
、
人
と
自
然
に
や
さ
し

い
安
全
で
安
心
な
環
境
保
全
型
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
産
物
は
、
食
品
衛
生
法
で
定
め
ら

れ
た
一
定
基
準
を
超
え
る
農
薬
の
残
留

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
流
通
が
制
限
さ

れ
ま
す
。
農
産
物
の
流
通
が
制
限
さ
れ

な
い
よ
う
、
農
薬
を
散
布
す
る
皆
さ
ま

は
、
次
の
点
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
周
り
の
作
物
に
も
配
慮
し
、
注
意
事

項
に
従
っ
て
登
録
さ
れ
た
農
薬
の
み

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
ほ
場
外
へ
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
風

の
強
さ
や
風
向
き
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
農
薬
を
散
布
す
る
際
は
、
ほ
場
周
辺

の
栽
培
者
や
住
民
に
事
前
に
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
、
連
絡

を
密
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
散
布
機
の
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
に
農
薬

が
残
ら
な
い
よ
う
、
き
れ
い
に
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
洗
浄
水
は

適
切
に
処
理
し
、
絶
対
に
河
川
や
用

水
路
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
農
薬
の
使
用
内
容
が
証
明
で
き
る
よ

う
、
農
薬
等
の
使
用
記
録
を
必
ず
作

自
分
好
み
の
食
材
づ
く
り

自
分
好
み
の
食
材
づ
く
り

　

村
で
は
、
農
家
以
外
の
方
に
自
家
用

野
菜
等
の
栽
培
を
通
じ
て
農
業
に
親
し

み
、
収
穫
す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
特
定
農
地
貸
付
制
度
に
基

づ
き
村
民
農
園
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
村
民
農
園
を
利
用
し
て
、
家
庭

菜
園
を
始
め
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

農
作
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
卓
の

食
材
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

成
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
付
近
で
は
、

通
学
時
間
帯
を
避
け
て
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
薬
の
使
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

次
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
長
野
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
４
︱
９
５
３
４

◦
な
が
の
農
協

　

高
山
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
５
︱
０
０
４
５

　

ま
た
、
畦
畔
の
除
草
の
た
め
、
大
量

に
除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
方
が
、
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

除
草
剤
の
大
量
使
用
に
よ
り
、
近
隣

田
畑
等
へ
の
除
草
剤
の
流
入
や
、
畦
畔

を
保
全
し
て
い
る
草
の
根
が
絶
え
る
こ

と
で
畦
畔
の
崩
落
を
招
く
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

畦
畔
の
除
草
は
、
刈
り
払
い
機
等
の

使
用
や
、
適
量
で
の
除
草
剤
散
布
に
よ

り
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

▼
場
所
・
区
画
数

　

駒
場
（
松
原
団
地
北
）
１
区
画

▼
貸
出
期
間　

１
年
間

▼
利 

用 

料　

年
間
３
，
０
０
０
円

▼
応
募
締
切　

３
月
25
日
㈭

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
政
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

適
正
な
農
薬
散
布
と

畦
畔
の
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

村
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

農　

業

農　

業
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一
般
幹
部
候
補
生

一
般
幹
部
候
補
生

▼
概　

要

　

幹
部
候
補
生
学
校
へ
入
隊
し
、
約

１
年
の
教
育
を
経
て
幹
部
自
衛
官
に

任
官
し
ま
す
。

▼
資　

格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

▼
受　

付　

　

３
月
１
日
㈪
～
４
月
28
日
㈬
ま
で

▼
試
験
日

　
「
一
次
」

　
　

５
月
８
日
㈯
～
５
月
９
日
㈰
ま
で

　
「
二
次
」

６
月
８
日
㈫
～
６
月
14
日
㈪
い
ず

れ
か
１
日

　
「
三
次
」

◦
７
月
５
日
㈪
～
７
月
９
日
㈮
の

う
ち
１
日
（
海
上
自
衛
官
の
場

合
）

◦
７
月
17
日
㈯
～
８
月
５
日
㈭
の

範
囲
で
指
定
す
る
期
間
（
航
空

自
衛
官
の
場
合
）

一
般
曹
候
補
生

一
般
曹
候
補
生

▼
概　

要

　

自
衛
隊
の
中
核
と
な
る
自
衛
官
を

目
指
し
ま
す
。

自
衛
官
一
般
幹
部
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
資　

格

　
「
一
般
」

　
　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受　

付

　

３
月
１
日
㈪
～
５
月
11
日
㈫
ま
で

▼
試
験
日

　
「
一
次
」

５
月
21
日
㈮
～
５
月
30
日
㈰
の
う

ち
１
日

　
「
二
次
」

６
月
18
日
㈮
～
７
月
４
日
㈰
の
う

ち
１
日

◆
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

☎
２
３
５
︱
６
０
２
６

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２
か
月

に
一
度
、
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

例
年
１
月
の
検
針
は
積
雪
の
た
め
、
実

施
せ
ず
、
暫
定
水
量
に
よ
り
上
下
水
道

料
金
を
請
求
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
今
月
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
検

針
を
再
開
し
、
精
算
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

検
針
の
時
期
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
期　

３
月
中
旬
か
ら
下
旬

　
　
　
　
（
積
雪
期
間
の
精
算
）

第
２
期　

５
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
３
期　

７
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
４
期　

９
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
５
期　

11
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
６
期　

検
針
な
し（
積
雪
の
た
め
、

暫
定
水
量
に
よ
る
請
求
）

　

検
針
時
に
は
、
村
が
委
託
す
る
検
針

員
が
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
て

使
用
し
た
水
量
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周

辺
に
物
を
置
か
な
い
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
雪

か
き
を
す
る
。

◦
犬
は
メ
ー
タ
ー
検
針
に
支
障
の
な
い

場
所
へ
繫
い
で
お
く
。

　

ま
た
、
検
針
時
に
は
、
気
が
付
か
な

い
漏
水
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

漏
水
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
水
道
料
金

は
発
生
し
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
水
道

メ
ー
タ
ー
を
見
る
習
慣
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
パ
イ

ロ
ッ
ト
メ
ー
タ
ー
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
の
漏
水
を
示
す
計
器
）
が
回
転

し
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
が
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
村
指
定
工
事
店
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
票
は
必
ず
ご
覧

い
た
だ
き
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
７

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開
し
ま
す

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

上
下
水
道

防　

衛

パイロットパイロット
メーターメーター
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学校だより学校だより

２月の高山分署の出動状況（２月１日～２月 28 日）

火　災 1    （1）
高山村内の火災　0 件（0）
損害額　0 円（0 円）
死者　0 人（0）
負傷　0 人（0）

調　査 1    （2）

救　急 29  （61）

救　助 0    （0）

※（　）内は、令和３年 1 月 1 日からの累計です。

スキーきょうしつ　 
１年１組　いのうら　ゆうと

　１月 29 日にスキーきょうしつにいきました。す
べってみたら、たのしくなりました。いちばんうれ
しかったのは、インストラクターの先生にほめられ
たことです。

がんばったよ！　　 
１年１組　みやがわ　さあや

　スキーきょうしつで、１年生みんなでスキーをお
しえてもらって、じょうずになりました。一人でリ
フトにのれなかったけど、一人でのれるようになり
ました。うれしかったです。

たのしかったスキーきょうしつ
１年２組　くろいわ　こうたろう

　１月 29 日にスキーきょうしつにいきました。みん
なとすべりました。ぼくは、さむくてゴーグルがこ
おりました。まゆげもこおりました。
　さむかったけどたのしかったです。スキーだいす
きです。

また、いきたいな　　 
１年２組　ながい　ゆうた

　ぼくは、スキーがすごくたのしかったです。大き
なゆき山をビューンてすごいスピードではしりまし
た。とてもたのしかったです。また、いきたいです。

〈お問い合わせ〉
◆消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２４５―１１１９
◆お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
　☎２４８―０１１９

旧型式消火器は交換が必要です旧型式消火器は交換が必要です
　消防法令に基づいて消火器の設置が義務付けられ
ている建物等で、2011 年１月１日の規格省令改正に
より既に型式が失効している消火器を継続的に設置
できるのは 2021 年 12 月 31 日までです。2022 年１
月１日以降は、型式が失効した消火器の設置は認め
られませんので、計画的な交換・リサイクルをお願
いいたします。
　適応火災のマークが文字で表示されている消火器
や「設計標準使用期限」が記載されていない消火器は、
型式が失効した旧規格のものです。

　なお、全ての消火器を対象としたものではなく、法
令義務により事業所等に設置されている消火器のみ
を対象としており、一般家庭用に任意で設置されて
いるものについては、交換の義務はありません。

↓適応火災マークを確認

消 防 情 報
高山小学校

283

旧
規
格

新
規
格
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●お知らせ

役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

農
地
の
管
理
で

　
お
困
り
の
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

確
定
申
告
期
間
延
長
のお知

ら
せ

信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
１
の

開
催
を
延
期
し
ま
す

「
あ
な
た
で
す

　

森
を
火
事
か
ら　

守
る
の
は
」

　

３
月
１
日
㈪
か
ら
５
月
31
日
㈪
ま
で
は

春
の
山
火
事
予
防
運
動
実
施
期
間
で
す
。

　

特
に
４
月
は
、
野
外
で
の
作
業
が
活

発
に
な
り
、
山
林
へ
の
出
入
り
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。

　

山
火
事
の
年
間
発
生
件
数
の
半
分
以

上
が
春
の
時
期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
主
な
原
因
は
、
不
注
意
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
近
年
は
、
家

の
庭
先
や
田
畑
の
周
り
で
の
た
き
火
か

ら
山
林
に
燃
え
広
が
る
事
例
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
村
の
財
産
で
あ
る「
緑

の
森
林
」
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
山
火
事
予
防
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◦
風
の
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い

　

近
年
、
様
々
な
理
由
か
ら
耕
作
が
困

難
と
な
り
農
地
が
荒
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
、
近
隣
の
農
地
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す

ほ
か
、
農
山
村
の
原
風
景
を
損
ね
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
及
び
村
で

は
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
の
た
め
、

農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
貸

出
ま
た
は
売
却
希
望
の
情
報
を
集
約
し
、

新
規
就
農
者
や
経
営
規
模
の
拡
大
を

目
指
す
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
対
し
、

農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
の
将
来
の
農
業
を
担
う
次
世

代
の
農
業
者
に
優
良
な
農
地
を
引
き
継

　

４
月
６
日
㈫
か
ら
15
日
㈭
ま
で
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

◦
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
確
保

◦
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

◦
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◦
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

　

運
動
期
間
中
は
、
交
通
安
全
協
会
役

員
が
主
要
道
路
沿
い
で
街
頭
指
導
を
行

う
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
の
た
め
活
動
し

ま
す
。
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

村
民
生
活
課
生
活
環
境
係
・
高
山
村

交
通
安
全
協
会

　

令
和
２
年
分
の
所
得
税
及
び
村
県
民

税
の
役
場
に
お
け
る
申
告
期
間
を
次
の

と
お
り
延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
場
所
や
受
付
時
間
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

延
長
期
間

　

３
月
16
日
㈫
～
３
月
31
日
㈬

　

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く

受
付
場
所

　

高
山
村
役
場
第
１
会
議
室

受
付
時
間

　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

相
談
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午　

及
び

　

午
後
１
時
～
５
時

　

総
務
課
税
務
係

　

例
年
５
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
自
転

車
レ
ー
ス
の
「
信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
こ
と
か
ら
、
本
年
の
大
会
の
開

催
を
９
月
を
目
途
に
延
期
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

役

役 役

役

問

問 ぐ
た
め
、
規
模
縮
小
や
耕
作
を
や
め
る

こ
と
を
お
考
え
の
方
は
、
果
樹
の
伐
採

を
す
る
前
に
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
農

政
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
地
を
貸
出
す
る
際
に
農
地

中
間
管
理
制
度
を
活
用
い
た
だ
く
場
合
、

長
野
県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
長
野
県

農
業
開
発
公
社
）
が
利
用
料
の
徴
収
等

を
代
行
し
ま
す
。

（
公
財
）長
野
県
農
業
開
発
公
社
長
野

事
業
所

　

☎
２
３
３
︱
５
１
５
１

農
業
委
員
会
事
務
局
・
産
業
振
興
課

農
政
係

る
時
、
ま
た
、
枯
草
等
の
近
く
な
ど
、

周
囲
に
燃
え
広
が
る
恐
れ
の
あ
る
場

所
で
は
、
火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
、
た
き
火
を
し
な
い
。

◦
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

使
用
後
は
確
実
に
消
火
す
る
。

◦
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
火
が
消
え

た
こ
と
を
確
認
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

　

森
林
は
、
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
す
。
大
切
な
森
林
を
皆
さ
ま

の
手
で
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

開
催
日
程
等
の
詳
し
い
内
容
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

楽
し
く
安
全
な
大
会
を
実
現
す
る
た
め

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン

ジ
実
行
委
員
会
（
信
州
高
山
村
観
光

協
会
内
）

　

☎
２
４
２
︱
１
１
２
２
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な
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
す
。
も
っ
と

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
捉
え
な

け
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
人
権
侵
害
を
無

く
す
事
は
出
来
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
２
回
の
学
習
会
で
は
「
新
し
い
部

落
史
」
と
い
う
事
で
、
か
つ
て
私
達
が

学
ん
だ
部
落
差
別
等
に
つ
い
て
の
学
習

内
容
が
、
歴
史
学
の
進
歩
で
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
事
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
人
権
問
題
を
考
え
て
い
く
上
で

正
し
い
知
識
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

非
常
に
危
険
で
あ
る
と
い
う
事
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

第
３
回
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
人
権
侵
害
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
が
、
今
の
世
の
中
は
間
違
っ
た
情
報

が
た
く
さ
ん
出
回
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
私
達
も
正
し
い
情
報
を
選
び
嘘
の

情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
様
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
習
会
を
通
し
て
学
ん
だ
事
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
こ
の
人
権
問

題
学
習
会
を
継
続
し
、
差
別
の
な
い
明

る
い
世
の
中
を
築
い
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

我
が
家
に
来
る
孫
た
ち
の
姿
を
見
る

に
つ
け
、
昔
の
自
分
の
子
育
て
の
頃
を

思
い
出
す
。
子
育
て
と
言
っ
て
も
、
仕

事
を
し
な
が
ら
の
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
子
守
り
を
頼
み
、
家
族
や
周
囲
の

人
々
に
助
け
を
求
め
、
そ
の
場
し
の
ぎ

の
毎
日
を
繰
り
返
し
て
き
た
だ
け
の
よ

う
な
気
が
す
る
。
そ
ん
な
私
の
母
親
業

だ
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。

　

長
女
が
生
ま
れ
て
新
米
母
の
頃
、
生

ん
だ
の
は
私
だ
か
ら
…
娘
は
私
の
も
の

と
い
う
高
慢
な
感
覚
が
ど
こ
か
に
あ
っ

た
。
そ
の
娘
が
幼
稚
園
に
行
き
始
め
て

間
も
な
く
、
連
れ
て
行
っ
た
私
の
実
家

で
、
思
い
が
け
ず
一
人
で
お
泊
り
し

て
は
と
誘
わ
れ
た
。
気
が
弱
く
怖
が
り

の
娘
だ
か
ら
当
然
嫌
が
る
と
思
い
き
や
、

従
姉
に
請
わ
れ
、
祖
父
母
に
一
緒
に
寝

よ
う
と
言
わ
れ
、
そ
の
気
に
な
っ
て
お

泊
り
を
決
め
た
。

　

そ
れ
以
後
、
遊
園
地
や
水
族
館
等
へ
、

祖
父
母
に
付
い
て
宿
泊
を
伴
う
旅
に
も

平
気
で
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自

分
か
ら
親
の
手
を
離
れ
て
進
ん
で
い
く

娘
に
、
戸
惑
っ
て
い
た
の
は
私
の
方
で

あ
っ
た
。

　

長
男
が
小
学
生
に
な
り
、
よ
う
や
く

学
校
に
も
慣
れ
て
順
調
に
登
校
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
た
矢
先
、
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
ま
ま
「
学
校
へ
行

き
た
く
な
い
…
」
と
言
う
彼
に
驚
か
さ

れ
た
。

　

聞
け
ば
、
い
じ
め
る
友
だ
ち
が
い
る

か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
出
勤
時

間
を
気
に
し
つ
つ
も
彼
に
は
一
大
事

の
時
、
今
話
を
聞
か
ね
ば
と
覚
悟
し
た
。

話
の
展
開
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
記
憶
に

は
な
い
が
、「
や
さ
し
い
子
と
信
じ
て

い
た
長
男
が
、
い
じ
め
る
子
で
な
く
て

良
か
っ
た
と
思
う
」
と
告
げ
た
こ
と
は

忘
れ
な
い
。
彼
は
、
そ
れ
以
後
一
度
も

登
校
を
渋
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、

何
か
響
く
も
の
を
得
て
く
れ
た
の
だ
と

思
う
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
の
細
々
と
し
た
い
く

つ
も
の
事
件
を
繰
り
返
し
、
経
験
し
て
、

そ
の
度
に
一
喜
一
憂
し
、
今
は
孫
た
ち

に
、
あ
の
頃
の
我
が
子
を
重
ね
な
が
ら

時
の
流
れ
を
実
感
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
今
思
う
の
は
、
我
が
子
も

一
人
の
人
と
し
て
生
き
て
き
て
お
り
、

私
の
持
ち
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
。
そ
の
存
在
も
そ
の
思
い
も
尊
く
、

常
に
大
切
に
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
。

　

私
は
、
親
と
い
う
名
を
借
り
て
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
そ
の
成
長
の
過

程
を
経
験
し
な
が
ら
、
人
が
人
ら
し
く

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
難
し
さ
を
学

ん
で
こ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
こ
の
学
び

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
孫
た
ち
と
の

時
間
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

　

令
和
元
年
度
と
２
年
度
、
な
か
ひ
ら

区
は
指
定
分
館
と
し
て
年
３
回
の
「
人

権
問
題
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
山
村
教
育
委
員
会
事
務
局
の
岡
田

さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
な
か
ひ
ら

研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
学
習
会
で
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
人
権
」
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
学
習
会
を
行
っ
て
い
た
時

期
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界

的
に
蔓
延
し
、
終
息
の
目
途
が
立
た
ず

人
々
の
生
活
様
式
も
一
変
し
て
し
ま
う

と
い
っ
た
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
た
め
に
誹
謗
中
傷
に
さ
ら

さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
居
ら
れ
ず

引
越
し
た
人
々
が
い
る
と
い
う
事
実
を

知
り
、
非
常
に
心
苦
し
く
思
い
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
こ
の

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
戦
い
根
絶
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
同
じ
仲
間
を
非
難
し
て
し
ま
う
の
か
、

自
分
が
も
し
感
染
し
同
じ
状
況
に
立
た

さ
れ
た
ら
ど
う
思
う
の
か
、
と
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
身
近
で
も
「
あ
の
県
に
は
行
っ

て
は
ダ
メ
だ
」「
あ
の
地
域
の
人
間
は

地
元
に
来
な
い
で
欲
し
い
」
等
と
い
っ

た
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

感
染
し
て
し
ま
っ
た
人
は
な
り
た
く
て

分
館
長　
牧　
浩

人
権
擁
護
委
員　
小
山　
清
子

な
か
ひ
ら
分
館

じ
ん
け
ん

じ
ん
け
ん

　　    

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー  

⑩⑩

人
と
し
て
育
つ
こ
と

指
定
分
館

人
権
問
題
学
習
会
を
終
え
て
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昨
年
の
12
月
、
観
光
業
支
援

事
業
の
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ

ル
」
を
利
用
し
、
感
染
対
策
も

と
ら
れ
て
い
る
県
内
の
温
泉
旅

館
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
て

も
ス
テ
キ
な
宿
で
、
よ
い
思
い

出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

悪
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
昨
今

で
す
が
、
久
し
ぶ
り
に
家
族
全

員
で
の
旅
行
が
で
き
、
と
て
も

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

（
宮
沢
孝
吉
）

　

第
４
回
人
権
教
育
講
座
が
、
10

月
22
日
に
公
民
館
講
堂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
演
の
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

講　
師

　
一
般
社
団
法
人

　
　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所

 

所
長  

南
澤 

信
之
さ
ん

演　
題

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害
」

講
演
内
容

　

人
権
と
は
、
人
が
人
と
し
て
生

き
て
い
く
上
で
、
憲
法
上
厳
格
に

保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
で
す
。
人

権
を
侵
害
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
、

人
権
侵
害
の
事
案
が
絶
え
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
と
な
り
、
社
会
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
レ
ス
の
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

永
久
保
存
性
と
い
う
特
徴
が
あ
り

世
界
中
に
開
か
れ
て
い
る
空
間
で

す
。
一
度
情
報
が
載
る
と
完
全
削

除
が
不
可
能
な
の
で
、
一
生
涯
苦

し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
犯
人
が
捕
ま
っ
て
も
、
被

害
者
は
決
し
て
守
ら
れ
な
い
の
が

現
実
な
の
で
す
。

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
人
権

侵
害
が
急
増
し
、
し
か
も
深
刻

化
す
る
の
は
な
ぜ
か

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で

は
、
き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
、
そ

の
人
の
割
り
出
し
と
と
も
に
様
々

な
情
報
が
付
加
さ
れ
一
気
に
拡
散

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
完

全
削
除
が
不
可
能
な
世
界
な
の
で
、

人
権
侵
害
情
報
は
ネ
ッ
ト
の
世
界

に
留
ま
り
、
そ
の
人
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

２
．き
っ
か
け
は
、悪
意
の
あ
る
人

が
書
い
た
も
の
だ
け
で
は
な
い

　

自
ら
が
書
い
た
情
報
が
き
っ
か

け
と
な
る
も
の
、
知
人
が
書
い

た
も
の
が
き
っ
か
け
と
な
る
も

の
、
悪
意
の
あ
る
人
が
書
い
た
も

の
が
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
、
ど

の
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
も
ネ
ッ
ト

民
に
よ
っ
て
拡
散
の
一
途
を
た
ど

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
社
会
で

は
、「
あ
る
日
、
突
然
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」
に
な
り
ま
す
。
い
つ
自
分
の

身
に
降
り
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ネ
ッ
ト
は
、
世
界
中
に
開
か

れ
た
世
界
で
あ
り
、
誰
が
見
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

３
．
今
、
ネ
ッ
ト
社
会
で
何
が
起

き
て
い
る
の
か

　

人
気
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
で
リ
ア
リ

テ
ィ
番
組
に
出
演
し
て
い
た
女
性

が
、
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ

た
こ
と
が
原
因
で
亡
く
な
る
と
い

う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

・
間
違
っ
た
自
己
満
足
の
「
正
義

感
」
は
人
を
も
殺
し
て
し
ま
い

ま
す
。

・
「
皆
が
や
っ
て
い
る
か
ら
」
の

意
識
で
参
加
し
て
も
同
罪
で
す
。

・
加
害
者
が
捕
ま
っ
て
も
被
害
者

は
救
済
さ
れ
ま
せ
ん
。

４
．
き
っ
か
け
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
…

（
１
）Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
〝
殺
到
型
〟
に
な
り

や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
感
情
と
い
う
強
い

力
で
結
び
つ
き
、
情
報
で
は
な

く
感
情
が
拡
散
す
る
世
界
な
の

で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
同
じ
興
味
や
価
値

観
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る
こ
と
か

ら
警
戒
心
が
な
く
な
り
、
個
人
が

特
定
で
き
る
よ
う
な
情
報
も
書
い

て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
価
値
観
を
持
っ
て

い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
で
は
自
分

と
同
じ
感
情
や
意
見
し
か
目
に
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
目

に
す
る
も
の
が
す
べ
て
だ
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

感
情
が
共
有
化
さ
れ
、
様
々
な
情

報
が
付
加
さ
れ
、
一
気
に
感
情
が

拡
散
し
て
ス
ト
ッ
プ
が
効
か
な
く

な
る
の
で
す
。ネ
ッ
ト
上
で
は「
感

情
を
書
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

原
則
で
す
。

（
２
）画
像

　

携
帯
端
末
の
カ
メ
ラ
機
能
は
、

テ
レ
ビ
放
送
に
耐
え
得
る
ほ
ど
機

能
が
良
い
た
め
、
些
細
な
映
り
込

み
で
あ
っ
て
も
拡
大
す
れ
ば
情
報

が
特
定
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、Exif

情
報
と
よ
ば
れ

る
画
像
情
報
が
付
く
た
め
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
が
、
何
で
撮
影
し
た

か
が
わ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
何
気
な
い
無
意

識
な
行
動
に
よ
っ
て
、
個
人
が
特

定
で
き
る
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
に
広

が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

５
．
ネ
ッ
ト
時
代
に
必
要
な
力

　

今
必
要
な
の
は
、
様
々
な
立
場

に
自
分
を
置
き
換
え
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
力（
置
換
的
思
考
力
）

で
す
。　

６
．
ネ
ッ
ト
は
書
い
た
ら
終
わ
り

　

ネ
ッ
ト
は
書
い
た
時
点
で
、
投

稿
し
た
時
点
で
〝
終
わ
り
〟
で
す
。

ネ
ッ
ト
は
、
直
接
話
を
し
た
り
電

話
で
話
し
た
り
す
る
こ
と
と
は
違

い
ま
す
。
誰
々
が
先
に
書
い
た
な

ど
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
書
い
た
ら

終
わ
り
な
の
で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
一
言
や
投
稿
写
真

は
、
将
来
に
影
響
し
ま
す
。

例 

中
学
生
の
時
の
ネ
ッ
ト
へ
の

書
き
込
み
が
就
職
時
に
検
索

さ
れ
不
採
用
と
な
る
。

７
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
上
の
注
意
点

　
〔
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
３
つ
の
Ｎ
Ｏ
〕

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
情
報
で
は
な
く
感

情
が
拡
散
す
る
も
の
で
す
。

①
ネ
ッ
ト
へ
は
、
感
情
を
書
き
込

ま
な
い
。

②
ネ
ッ
ト
へ
は
、
個
人
を
特
定
で

き
る
情
報
（
顔
写
真
な
ど
）
を

絶
対
に
投
稿
し
な
い
。

③
自
分
自
身
が
確
認
で
き
た
事
実

以
外
は
、
他
人
に
は
回
さ
な
い

（
伝
え
な
い
）。

◆
「
認
知
的
不
協
和
理
論
」

　

人
は
不
安
な
時
ほ
ど
不
安
な

情
報
を
求
め
ま
す
。
不
安
な
時

や
心
配
事
が
あ
る
時
は
、
一
度

ネ
ッ
ト
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

８
．
ネ
ッ
ト
時
代
に
必
要
な
こ
と

○
あ
え
て「
時
間
」・「
場
所
」・「
人
」

を
強
く
意
識
し
た
生
活
が
必
要

で
す
。

○
自
分
を
守
る
た
め
に
は
、
周
り

の
人
す
べ
て
を
守
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

○
人
と
の
望
ま
し
い
繋
が
り
方

ネ
ッ
ト
で
繋
が
る
の
で
は
な
く

「
聴
く
」
力
を
も
っ
て
心
で
繋

が
る
こ
と
。「
な
が
ら
」
を
や

め
顔
を
見
て
会
話
を
す
る
こ
と
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が

求
め
ら
れ
て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ

意
識
し
て
心
を
近
づ
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
教
育
講
座
の
報
告

人
権
教
育
講
座
の
報
告
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桃の節句

人権問題学習会

公園の整備

防災訓練

城山の下草刈り

整
備
で
き
、
花
が
咲
き
、
気
持
ち

の
い
い
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
30
日
の
防
災
訓

練
も
い
つ
も
と
は
違
う
形
の
開
催

に
な
り
ま
し
た
。
住
民
セ
ン
タ
ー

内
で
各
組
長
と
役
員
の
み
が
参
加

し
、
村
役
場
の
方
の
お
話
を
聞
き
、

今
後
の
区
の
防
災
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
、
意
識
を
高
め
る
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

荒
井
原
の
城
山
は
、
春
に
な
る

と
山
が
赤
く
染
ま
る
ほ
ど
見
事
に

つ
つ
じ
が
咲
き
ま
す
。
10
年
ほ
ど

前
か
ら
、
有
志
の
方
々
が
秋
の
下

草
刈
り
や
つ
つ
じ
の
剪
定
な
ど
を

し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
お
て
ん

ま
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
有
志
の
方
々
の
み
で
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
春
と
秋
に
行
っ
て
い
る
区

内
清
掃
は
、
計
画
ど
お
り
区
民
皆

さ
ん
で
協
力
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
、
八
木
沢
川
も
と
て
も
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
盛
大
に
執
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た
行
事

の
多
く
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
中
で
も
で
き
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
環
境
整
備
で
す
。
区

の
役
員
を
中
心
に
、
公
園
の
整
備
・

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
５
月
に

３
０
０
鉢
の
花
の
苗
を
花
壇
へ
植

え
付
け
ま
し
た
。
５
月
と
８
月
に

緑
ケ
丘
区
内
全
域
の
道
路
に
除
草

剤
を
散
布
し
ま
し
た
。
他
に
は
公

園
内
の
不
要
な
石
や
樹
木
・
枝
を

撤
去
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
砂
を
入

れ
ま
し
た
。
公
園
内
が
き
れ
い
に

行
っ
た
養
蚕
神
社
の
春
祭
り
も
、

残
念
な
が
ら
今
年
度
の
宵
祭
り
は

中
止
と
な
り
、
役
員
に
よ
る
神
事

の
み
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

分
館
人
権
問
題
学
習
会
は
、
役

員
を
中
心
に
〝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う
〟

を
テ
ー
マ
に
、
３
密
を
避
け
学
び

合
う
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
予
定

し
て
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

会
を
中
心
に
行
う
こ
と
が
で
き
よ

か
っ
た
で
す
。

分
館
長　

戸
井　

清

分
館
長　

德
竹　

悟

荒
井
原
分
館

緑
ケ
丘
分
館

　

ど
ち
ら
の
分
館
長
さ
ん
も
、コ
ロ

ナ
が
早
く
終
息
し
て
計
画
し
た
行

事
や
活
動
が
以
前
の
よ
う
に
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
分
館
の
活
動
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
分
館
報
を
、公
民
館
１
階

ロ
ビ
ー
に
常
時
掲
示
し
て
い
ま
す
。

来
館
の
際
に
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、分
館
活
動
も
計
画

通
り
に
進
ま
な
い
中
で
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍
で
の
で
の
分
館
活
動

分
館
活
動

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍
で
の
で
の
分
館
活
動

分
館
活
動
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ど
…

ど
う
し
た
!?

お
ひ
な
様
!!

あ
ー
ビ
ッ
ク
リ
し
た

口
に
竹
を
く
わ
え
さ

せ
ら
れ
る
夢
を
見

ち
ゃ
っ
た
も
ん
だ

か
ら
…

キ
ャ
ー
ッ

う
ん
♡

112 高
山
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ
代
表　

西
條　

正
純

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、高
山
ア
ル
プ
ホ

ル
ン
ク
ラ
ブ
も
、
こ
の
１
年
間
は
ほ

と
ん
ど
活
動
自
粛
で
す
。予
定
で
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
に
、ス
イ
ス
大
使
館

主
催
の
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
１
０
０
本
で

演
奏
に
参
加
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
す

が
…
。報
告
で
き
る
活
動
が
少
な
い

の
で
こ
の
機
会
に
楽
器
の
秘
密
を
書

い
て
み
ま
す
。

形
は
自
然
か
ら
の
贈
り
物

　

名
前
の
ア
ル
プ
は
ス
イ
ス
の
山
の

牧
草
地
、
ホ
ル
ン
は
角
笛
の
こ
と
で

す
。１
９
３
０
年
代
ま
で
は
、
斜
面

に
生
え
る
雪
で
曲
が
っ
た
ト
ウ
ヒ
や

マ
ツ
で
作
ら
れ
ま
し
た
。先
端
が
曲

が
っ
て
ラ
ッ
パ
状
に
開
口
し
て
い
る
の

は
、
根
曲
が
り
の
樹
の
形
そ
の
ま
ま

な
の
で
す
。今
は
集
成
材
で
作
ら
れ

ま
す
。

ス
イ
ス
の
花
で
着
飾
っ
て
い
ま
す

　

初
夏
の
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、

ハ
イ
カ
ー
の
お
目
当
て
は
、「
ス
イ

ス
ア
ル
プ
ス
の
三
大
名
花
」
の
、
有

名
な
白
い
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
、紫
色
の

エ
ン
ツ
ィ
ア
ン
（
リ
ン
ド
ウ
）、
赤
い

ア
ル
ペ
ン
ロ
ー
ゼ
で
す
。ア
ル
プ
ホ
ル

ン
の
広
が
っ
た
先
端
に
は
、こ
の
三
大

名
花
と
、
ス
イ
ス
国
旗
が
描
か
れ
て

双そ
う
た
い
ど
う
そ
じ
ん
い
し
ほ
こ
ら

対
道
祖
神
石
祠
（
紫
）

高
山
村
の
石
造
物
24

鳥
雲
に

春
、
越
冬
し
て
北
に
帰
る
渡
り
鳥
が
雲
間
に
消
え
て
ゆ
く
よ
う
に

見
え
る
さ
ま
。

下
萌早

春
、
地
中
か
ら
草
の
芽
が
萌
え
出
る
こ
と
。

春
立
つ
（
立
春
の
事
）

節
分
の
翌
日
が
立
春
で
２
月
４
日
か
５
日
に
あ
た
る
。
気
温
は
低

い
が
、
こ
の
日
か
ら
暦
の
上
で
は
春
と
な
る
。

抽ひ
き
だ出
し
に
異
国
の
硬
貨
鳥と
り
く
も雲
に	

栗
原	

ヒ
サ
エ

大
寒
や
言
ふ
こ
と
利
か
ぬ
指
の
先	

宮
崎	

真
弓

寒か
ん
も
ち餅
を
儀
式
の
如
く
搗つ

き
に
け
り	

藤
沢	

つ
よ
し

下し
た
も
え萌
や
山
の
堤
に
小
波
立
つ	

久
保
田	

孝
子

春
立
つ
や
大
社
煎
餅
ぱ
り
ぱ
り
と	

勝
山	

栄
泉

す
み
れ
会

す
み
れ
会    

二
月
例
会

二
月
例
会

い
ま
す
。楽
器
を
じ
っ
く
り
見
て
く

だ
さ
い
、工
芸
品
の
よ
う
で
す
。

低
音
か
ら
高
音
ま
で
を
１
本
で

　

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
は
ス
イ
ス
の
民
俗

楽
器
で
、
牧
場
か
ら
牛
を
呼
び
集
め

る
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。ラ
ッ
パ
の

仲
間
で
、チ
ュ
ー
バ
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
域
を
１
本
で
カ

バ
ー
し
ま
す
。こ
の
広
い
音
域
が
あ
る

の
で
、
低
音
・
中
音
・
高
音
パ
ー
ト

に
分
か
れ
て
合
奏
で
き
、
柔
ら
か
く

豊
か
な
響
き
が
生
ま
れ
ま
す
。

根曲がりスギ

アルプホルン

三大名花

　

紫
バ
ス
停
付
近
の
石
祠
に
双
対

道
祖
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
石
造
文
化
財
資
料
に
は
、

「
中
の
御
神
体
を
抱
い
て
寝
る
と
子

の
な
い
夫
婦
に
子
ど
も
が
で
き
る
と

言
わ
れ
、
借
り
て
い
く
人
が
あ
っ
た
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ク
な
ん
か
緑
と
黒
の

柄
の
着
物
を
着
さ
せ
ら

れ
る
夢
だ
っ
た
よ

…
夢
で

よ
か
っ
た

わ
ね
ぇ

じ
ゃ
あ
…

こ
れ
も

夢
な
の

か
な
？

 

ひ
な
人
形
に

マ
ス
ク
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
さ
せ
た
の
？

ホ
ン
ト

夢
で
よ
か
っ

た
よ
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今
年
度
の
育
成
会
活
動
は
「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
よ
り
例
年
通

り
行
う
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
状
況

で
し
た
。
そ
ん
な
状
況
下
で
し
た
が

中
原
区
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に

楽
し
め
る
よ
う
な
工
夫
と
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
、
田
植
え
・
稲
刈
り
・

水
田
生
物
調
査
・
花
植
え
・
公
園

掃
除
・
ど
ん
ど
焼
き
の
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
６
月
の
田
植
え
、
10
月
の
稲

刈
り
体
験
は
地
区
の
中
で
も
大
き
な

行
事
で
し
た
の
で
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

山
田
温
泉
少
年
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
１
９
７
５
年
に
設
立
し
ま
し

た
。
現
在
は
３
名
と
少
人
数
で
の
活

　

初
め
て
体
験
す
る
低
学
年
の
子
ど

も
た
ち
も
次
第
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿
や
、
高
学
年

の
子
ど
も
た
ち
の
手
際
の
良
さ
に
も

大
変
驚
き
ま
し
た
。
み
ん
な
が
夢
中

に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
印
象

的
で
、
改
め
て
、
食
物
を
育
て
る
大

変
さ
や
収
穫
の
喜
び
、
食
べ
物
の
大

切
さ
を
親
子
で
感
じ
ら
れ
た
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
年
間
楽
し
く
活
気
あ
ふ
れ
る
育

成
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

中
原
区
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
や
、

行
事
の
計
画
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

中
原
育
成
会
長

　

片
桐　

直
樹

山
田
温
泉
少
年
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

保
護
者
会
長　

山
嵜　

昭
子

ハイ、この苗だよ、お願い！

ならんで、そろえて、まっすぐに !!

練習後のクラブ員

み
ん
な
で
育
て
る
喜
び

自
然
の
恵
み
の
中
で

山
田
温
泉

山
田
温
泉

少
年
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

少
年
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

動
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
達

が
地
元
の
ス
キ
ー
場
で
練
習

ま
た
大
会
に
参
加
で
き
る
こ

と
は
、
ス
キ
ー
場
関
係
者
の

方
、
関
係
機
関
の
方
な
ど

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
の
お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

活
動
と
し
て
、
山
田
温
泉
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
の
派
遣
コ
ー
チ
の
も
と
、

高
山
Jr.
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
と
共
に
、
夏

場
の
体
力
づ
く
り
、
12
月
か
ら
は

地
元
ス
キ
ー
場
で
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
ス
キ
ー
は
、
冬
の
厳
し
い
気
候

の
中
、
雪
と
い
う
自
然
の
恵
み
を
楽

し
む
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
、
ス
キ
ー
場

で
の
活
動
期
間
が
限
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
昨
年
は
雪
不
足
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
各
種
活
動
等
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
雪
に
も
恵
ま

れ
、
ま
た
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
実

施
し
な
が
ら
練
習
・
レ
ー
ス
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
う
ま
く
ス

キ
ー
を
操
作
で
き
な
か
っ
た
り
、
ス

ピ
ー
ド
に
慣
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
基
礎
練
習
・
ポ
ー
ル
練
習
を
重

ね
て
レ
ー
ス
に
参
加
し
、
練
習
と
は

違
っ
た
緊
張
感
の
中
、
完
走
で
き
た

時
の
子
ど
も
達
の
顔
は
輝
い
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
成
長
し
て
い
く
姿
を
み

て
い
る
と
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝

す
る
ば
か
り
で
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
ク
ラ
ブ
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
大
自
然
の
中
で
一

緒
に
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

おすすめ新着本

■日本の鉄道 365 日
　櫻田純 監修（辰巳出版）

　目次をみて、ズラズ
ラっと並ぶタイトルに驚
くなかれ。「駅の不思議」
「JRの不思議」など、曜
日ごとにテーマが分かれ
ており、365 日分のミ
ニ知識が楽しめます。

■ぐんぐん頭のよい子に育つよみきかせ
　いきもののお話 25

国立科学博物館 監修・山下美樹 作（西東社）

　『カラスはどのくらい
かしこいの？』『ダンゴ
ムシはどうしてまるくな
るの？』生き物の不思議
に関する物語が 25話あ
り、それぞれのお話の後
には「なぜ？」を解決す
るページがあります。イ

ラストもかわいらしいので、気になるペー
ジをめくって読んでみてください。

おうちで雑学！ゆかいな知識を増やす本

レース中！
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弥
生
３
月
、
雪
の
下
に
埋
ま
っ

て
い
た
草
花
も
少
し
ず
つ
顔
を
出

し
て
き
ま
す
。
ヨ
モ
ギ
も
そ
の
一

つ
。
柔
ら
か
い
新
芽
を
摘
ん
で
草

餅
に
し
ま
す
ね
。
お
ひ
な
様
の
ひ

し
餅
の
一
番
下
も
ヨ
モ
ギ
の
緑
で

す
。
こ
の
ひ
し
餅
、上
か
ら
赤
、白
、

緑
の
順
番
で
、
赤
い
桃
の
花
、
白

い
雪
、
雪
の
下
の
緑
の
草
な
の
だ

そ
う
で
す
。
雪
の
下
か
ら
緑
の
草

サ
イ
ネ
リ
ア

  （
和
名
：
蕗ふ
き
ざ
く
ら桜）

　
カ
ナ
リ
ア
諸
島
原
産
。

こ
の
花
の
和
名
は
、葉
が

蕗
に
似
て
い
て
、花
が
桜

の
よ
う
に
咲
く
と
こ
ろ

か
ら
つ
け
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

　
花
色
は
と
て
も
カ
ラ

フ
ル
で
、
紫
、
白
、
ピ
ン

ク
、
紅
色
な
ど
が
あ
り
、

冬
で
も
次
々
と
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
花
は
、花
軸

全
体
を
覆
う
よ
う
に
大

き
く
密
集
し
て
咲
き
ま

す
。

　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
、色
と
り
ど
り
の
サ

イ
ネ
リ
ア
が
咲
き
揃
っ

て
、
小
・
中
学
校
の
卒

業
式
に
飾
ら
れ
る
の
を

待
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
モ
ギ 

～
雪
の
下
か
ら
草
餅
パ
ワ
ー
～

が
芽
生
え
て
く
る
、
今
の
季
節
の

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
で
す
ね
。

　

他
に
も
、
信
州
で
は
や
し
ょ
う

ま
の
緑
の
と
こ
ろ
や
、
新
潟
の
笹

団
子
も
ヨ
モ
ギ
を
使
い
ま
す
。
ゆ

で
た
ヨ
モ
ギ
の
葉
は
た
く
さ
ん
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
お
餅
な
ら
お

い
し
く
頂
け
ま
す
。
そ
し
て
、
蒸

し
て
お
餅
に
つ
い
て
も
き
れ
い
な

色
で
す
。
あ
の
濃
い
緑
色
、
冬
の

間
に
足
り
な
か
っ
た
栄
養
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

実
際
ヨ
モ
ギ
は
薬
草
と
し
て
も

優
れ
て
い
ま
す
。
止
血
や
殺
菌
作

用
、
婦
人
科
系
の
病
気
、
血
液
系

の
病
気
な
ど
に
効
く
と
い
う
こ
と

で
、
か
な
り
万
能
薬
と
い
っ
た
感

じ
で
す
。
緑
の
物
が
不
足
す
る
こ

の
時
期
、
ヨ
モ
ギ
を
食
べ
て
不
足

し
た
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
補
給
し
、

体
の
不
具
合
も
改
善
し
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

食
べ
る
以
外
に
も
う
一
つ
、
ヨ

モ
ギ
の
葉
の
毛
を
集
め
た
物
が
お

灸
の
「
も
ぐ
さ
」
に
な
り
ま
す
。

ヨ
モ
ギ
は
よ
く
燃
え
る
草
か
ら「
ヨ

モ
ギ
」
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
強
い
香
り
や
燃
や
し
た

と
き
の
煙
に
も
「
邪
気
を
払
う
」

パ
ワ
ー
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
韓
国
の
ヨ
モ
ギ
蒸

し
や
端
午

の
節
句
の

シ
ョ
ウ
ブ

湯
に
も
使

わ
れ
ま
す

ね
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

春
と
は
い
え
、
朝
夕
は
ま
だ

肌
寒
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
が
畑
仕
事
が
始
ま
る
頃
で

し
ょ
う
か
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
で
行
事
の
中
止
や
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
来

年
度
は
行
事
の
実
施
及
び
コ
ロ

ナ
の
終
息
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
竹
内　

記
）

ヨモギ
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郷土食 やしょうま郷土食 やしょうま

【やしょうま豆知識】
　３月のお釈迦様の日が近づくと、米の粉で作った「やしょうま」を食べ
る風習は県下各地で行われています。その名の由来は、お釈迦様が亡くな
る直前、弟子のヤショが作っただんごを「ヤショ、うまかったぞ」と言わ
れたからと伝えられています。　　　 （チャオル　管理栄養士　斉藤美江）

《材料》（25cm×２本分）《色つけ》 ① 米の粉、砂糖、塩を一緒にふるい、ボ
ウルに入れ、熱湯を加えて、しゃもじ
で混ぜ、冷めてきたら、手でこねる。

② 直径10cm位の小判型にのばし、ぬれ布
巾に包んで 20 分くらい蒸す。（粉が透き
通るまで）

③ ぬれ布巾に包んだまま冷水にとって冷ま
す。人肌になったらボウルにとり、よく
こねる。（酒を手水にする）

④ 模様を考えて色づけをし、組み合わせて
直径15cm×長さ12cm位の筒状にする。
両手で転がしながら直径５cm くらいの棒状にのばす。

⑤ 木綿糸を使って約８mm の厚さに切り分ける。
《色の作り方》食用ビート（赤）は、すりおろして、ふきんでこす。

米の粉����������１kg
砂糖������������ 55g
食塩���大さじ１と1/2
酒���� 手水として使う
熱湯���� 700～750cc

赤、ピンク���� 食用ビート
茶������������� コーヒー
緑����������������� 抹茶
黄����� かぼちゃパウダー
紫������� 紫いもパウダー
オレンジ��� にんじんの粉
黒����������� 黒ねりごま
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日 曜日 行事予定（会場 •時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 木

2 金 たかやま保育園入園式 たかやま保育園 ☎ 245-6842

3 土

4 日 消防出初式　☞ 6 頁 総務課総務係 ☎ 214-9243

5 月

6 火
高山小学校入学式
高山中学校入学式
春の全国交通安全運動（～ 15 日）　☞ 11 頁
１歳 6 か月 ･ ２歳 ･ ３歳児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 19 頁

高山小学校
高山中学校
村民生活課生活環境係
村民生活課保健予防係

☎ 245-0594
☎ 245-0948
☎ 214-9267
☎ 242-1202

7 水 ３か月・７か月・10か月児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 19 頁
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 19 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

8 木 乳がん検診（9 時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

9 金 乳がん検診（9 時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

10 土

11 日

12 月 乳がん検診（９時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

13 火 狂犬病予防注射　☞ 7 頁
乳がん検診（9 時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁

村民生活課生活環境係
村民生活課保健予防係

☎ 214-9267
☎ 242-1202

14 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 19 頁
乳がん検診（9 時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

15 木 体育施設調整会議（18 時〜　公民館会議室） 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

16 金

17 土

18 日

19 月 肺がん検診（9 時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

20 火 肺がん検診（9 時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

21 水
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 19 頁
肺がん検診（9 時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁
行政相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館会議室）

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係
総務課総務係

☎ 242-1202
☎ 242-1202
☎ 214-9243

22 木 肺がん検診（9 時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

23 金 肺がん検診（9 時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 6 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

24 土

25 日 参議院長野県選出議員補欠選挙　☞ 3 頁 選挙管理委員会 ☎ 214-9243

26 月

27 火 教育委員会定例会（10 時〜　公民館視聴覚室） 教育委員会子育て学校教育係 ☎ 214-9761

28 水 健康相談（保健福祉総合センター）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

29 木 （祝日　昭和の日）

30 金 4 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 19 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

４ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー４ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●４月の予定
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広報たかやまを
スマートフォン等へ配信！

村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

高山村公式
フェイスブック
いいね！、フォロー
お願いします！

●４月の予定

健康相談　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

4 月 7 日 ㈬
4 月 14 日 ㈬
4 月 21 日 ㈬
4 月 28 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9:00
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。

４月の納税等の納期限・口座振替日　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

4 月分 4 月 30 日 ㈮
固定資産税 １期分 保育料・児童クラブ利用料 ４月分
水道使用料 １期分

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

4 月 21 日 ㈬ 午後 1:30 ～ 3:00 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

高齢者福祉センター利用計画表は、「高山村社協だより」をご覧ください。

対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

10 か月児 令和 2 年 5 月生まれ

4 月 7 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午後 1:00
　～ 1:20

母子手帳
乳児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

7 か月児 令和 2 年 8 月生まれ
母子手帳
バスタオル
おたずね票

3 か月児 令和 2 年 12 月生まれ
母子手帳
保護者の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

1 歳 6 か月児 令和元年
8 月 27 日 ～ 10 月 6 日生まれ

4 月 6 日 ㈫
母子手帳
幼児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

2 歳児 平成 31 年
2 月 7 日 ～ 4 月 6 日生まれ

3 歳児 平成 30 年
2 月 27 日 ～ 4 月 6 日生まれ

乳幼児健康診査　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
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村の人口
令和３年３月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）

２
月
１
日
か
ら

　
２
月
28
日
ま
で
の
届
出
か
ら

※
希
望
者
の
み
の
掲
載
で
す

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
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ほいくえん
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たかやま保育園

こんにちは　あかちゃん
第165回

◆村民生活課保健予防係　◆村民生活課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

和
平
　
　
　
　
さ
ん
　
85
歳
　
緑
ケ
丘

中
村
す
み
子
　
さ
ん
　
92
歳
　
千
本
松

涌
井
よ
し
子
　
さ
ん
　
69
歳
　
駒
　
場

宮
川
い
づ
み
　
さ
ん
　
91
歳
　
荻
久
保

　
厳
し
い
寒
さ
も
よ
う
や
く
峠

を
越
え
、
暦
の
上
で
は
、
冬
ご

も
り
を
し
て
い
た
虫
な
ど
が
温

か
さ
に
誘
わ
れ
て
地
上
へ
這
い

出
し
て
く
る
季
節
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　
虫
た
ち
の
活
動
が
始
ま
る
の

は
、
も
う
少
し
先
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、田
ん
ぼ
の
土
手
に
は
、

「
ふ
き
っ
た
ま
」
の
群
生
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
春
を
実
感
す
る
、
村
の
風
景

で
す
。

春
の
風
物
詩

表
紙
の
紹
介

お
く
や
み

す
こ
や
か
に

井
出
　
光こ
う
き駿

　
ち
ゃ
ん
　
荒
井
原

 （
父 

優
範
さ
ん  

母 

春
美
さ
ん
）

世帯数（− 1）   2,452 戸
人　口（− 2）   6,844 人
　男  　（＋ 6）   3,395 人
　女  　（− 8）   3,449 人

　たかやま保育園では毎月、身体
測定を行っています。身長、体重
の他に 4月と 10月は胸囲も測り
ます。一番小さいひよこ組（０・
１歳児）の子どもたちも、今となっ
ては測定器を見れば何をする物な
のか、だんだんわかってきました
が、4月当初は、服を脱ぐことも
嫌がり計測することも恐くて、大
泣きの大合唱でした。
　最近は自分で靴下やズボンを脱
ぎ、できることも増えてきました。名前を呼ばれ順番を待ち
ますが、お友だちが計測しているところを心配そうにのぞき
込む子、一緒に測定器に乗ろうとする子など、本当にかわい
い子どもたちです。
　「さあ、はかってみるよ。」「おおきくなったかな？」
　もりもり食べてたくさん遊んで、これからもっともっと大
きくなるよ。
　4月からはお兄さん、お姉さんになるものね !!

おおきくなったよ！

毎月、チャオル健康管理センターで 3か月健診を受診
された元気なあかちゃんを紹介しています。
今月は、令和２年 10 月生まれのあかちゃんです！

関谷　 なの ちゃん
（三　郷）

中隅　 太
た い し

志 ちゃん
（中　原）

牧　　 大
た い せ い

晴 ちゃん
（　牧　）

小林　 由
ゆ や

弥 ちゃん
（中　原）

ひとり一人の実践で長野県の医療を守りましょう

新型コロナウイルス感染症
基本的な感染防止対策を改めて徹底してください


